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項  目 内                容 

 

第１章 総 則 

 

第 2 章 作業条件 

（適用する図書） 

第 2-1 条 

 

（作業条件） 

第 2-2 条 

 

（参考図書） 

第 2-3 条 

 

（貸与資料等） 

第 2-4 条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変更無きにつき省略 

 

 

 

 変更無きにつき省略 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

貸与資料は、次のとおりである。 

分 類 資 料 名 数量 

業務報告書 
平成 29 年度 ストックマネジメント技術高度

化事業 機能診断調査検討業務 
１式 

〃 

平成 30 年度 国営造成水利施設ストックマネ

ジメント推進事業 機能診断調査手法（UAV 活

用）検討業務 
〃 

〃 
平成 30 年度 基幹水利施設保全管理対策 農

業農村整備における UAV 活用手法検討業務 
〃 

〃 

平成 31 年度 国営造成水利施設ストックマネ

ジメント推進事業 機能診断調査手法（UAV 活

用）検討業務 
〃 

〃 

令和２年度 国営造成水利施設ストックマネ

ジメント推進事業 ストック情報有効活用検

討業務 
〃 

〃 

令和２年度 基幹水利施設保全管理対策 農

業水利ストック情報データベースシステム機

能検証業務 
〃 

〃 
令和２年度 農業水利施設管理 AI 活用推進事

業 機能診断 AI構築業務 
〃 

〃 
令和２年度 農業水利施設管理 AI 活用推進事

業 機能診断 AI活用実証業務 
〃 

報告書 
農業水利施設の事故要因と対策に関する事例

報告 
〃 

集計データ 突発事故データ（平成 14 年度～令和２年度） 〃 

また、上記以外で必要な資料がある場合は監督職員と協議するものとする。 
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項  目 内                容 

(参考図書及び 

貸与資料の取扱い) 

第 2-5 条  

 

（関連業務） 

第 2-6 条 

 

第 3 章 作業内容 

 

第 4 章 打合せ 

 

第 5 章 成果物 

 

第 6 章 契約変更 

 

第 7 章 定めなき事項 

 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

 変更無きにつき省略 

 

 変更無きにつき省略 

 

変更無きにつき省略 

 

 変更無きにつき省略 

 

 変更無きにつき省略 

 

 変更無きにつき省略 

 



（別紙１） 

設計作業項目内訳表 

作業項目 作業内容 
数量 

備考 
当初 変更 

1.業務準備 貸与資料の内容把握･整理を行うとともに、業務に

必要な各種資料の収集を行い、業務実施計画を作成

する。 

１式 １式  

2.ストックマネジ

メントにおけるデ

ータ活用状況の整

理 

平成 19 年「農業水利施設の機能保全の手引き」（以

下「手引き」）策定以降の農業水利ストック情報デ

ータベース（以下「ストック DB」）の構築・活用状

況について次の視点で整理する。 
なお 2)～4)の作業にあたっては専門家（データサ

イエンティスト）※との共同作業により課題の抽出、

データ収集・整理・、データ分析、課題解決・提言

の作業を行うこと。 
1)国で管理する農業水利施設の俯瞰を目的に、農業

水利ストック情報データベース（以下「ストック D
B」）により、ストック DB に登録されている国営の

全施設対象に、施設情報、機能診断情報、機能保全

計画書の登録数を表形式でとりまとめる。 
（R2 年度国営造成水理施設ストックマネジメント

推進事業農業水利施設ストック情報有効活用検討業

務（以下「R2 活用検討業務」報告書「2.1.4 機能保

全計画の登録率」の更新） 
2)「1)」の結果、特に機能診断情報と機能保全計画

書登録の登録率について整理し、その要因分析と、

課題整理を行う。 
3) 今後のデータ累積のあり方等の課題整理と対応

方針を検討する。そして、その検討結果、「2)」の

分析結果、並びに NN 関係の可視化サービス等、他

システムの状況や最新動向（NN-Station）を踏まえ、

R2 活用検討業務報告書「2.2 将来のデジタル技術利

用を前提とした個々の蓄積データの必要性」を再検

討する。 
なお検討にあたっては、R2 年度基幹水利施設保全

管理対策農業水利ストック情報データベースシステ

ム機能検証業務報告書の成果も参考とすること。ま

た、本項目については、発注者が別途支持する学識

経験者にも検討結果を説明し、それに対する意見も

踏まえた検討をすること。 
4)「3)」をふまえ、R2 活用検討業務報告書「2.4 施

設マネジメントに利用するデータの取得・蓄積・分

１式 １式 作業内容追

加 



析の具体策」について、最新動向をふまえ修正する。 

3. 新技術活用の

検討 
従前に実施されている業務等で検討している次の

新技術について、さらなる検証を行う。 
・AI を活用したパイプラインの漏水リスクの評価 
・AI を活用した開水路の機能診断支援 
・ドローンや 3 次元化技術による点的土木施設の機

能診断支援 
なお 1)～2)の作業にあたっては専門家（データサイ

エンティスト）※との共同作業により課題の抽出、

データ収集・整理・、データ分析、課題解決・提言

の作業を行うこと。 
1)R2 活用検討業務報告書「3.データを活用したシミ

ュレーションの実施」により実施したパイプライン

のリスク診断評価について、Fracta 社もしくは他の

AI/ML システムにより、R2 活用検討業務でシミュ

レーションを行った 3 地区に対して、管路の詳細情

報や漏水の形態を分析し、漏水事故が発生する原因

・機構などとの関連付けを行ったうえで、新たな情

報項目でシミュレーションを行い、精度向上の可能

性を検討する。なお、検討地区は、昨年度実施した

３地区に、鋼管系・FRPM 管系などの３地区を追加

して評価の汎用性を検討する。 
2)R2 年度農業水利施設管理 AI 活用推進事業機能診

断 AI 活用実証業務等の成果をふまえ、開水路の画像

による機能診断について、想定利用者毎の画像取得

手段、スキル、コストを念頭に同技術の実現性、課

題について検証、検討を行う。 
3)点的土木施設（ダム、頭首工、機場、調整池等）

について、河川管理の実例や研究論文、メーカー等

からの情報収集を行い、NN 事業適用の方向性につ

いて考察する。 

１式 １式  

4.パイプラインの

事故要因 
国営事業で造成されたパイプラインの事故実績に

ついて過年度に整理された資料を参照し、H27～R2
年度までの実績を加えたものを作成する。また、作

成した資料をもとに、過年度に整理された資料を参

考にしつつ、項目毎（管種・口径など）の実績整理

や傾向把握を行い、事故リスクの分析を行う。 

－ １式  

5.農業水利施設の 「2」「3」「4」の検討をふまえ、ストックマネジ １式 １式 作業内容一



機能保全の目的・

技術上の課題の検

討 

メントの目的、技術上の課題を整理し、有識者によ

る手引き改定のための委員会を想定した資料を作成

すること。なお、有識者委員会は年間１回の開催を

想定している。 

部追加 

6.照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、

照査報告書の作成を行う。 
１式 １式  

7.点検取りまとめ 各作業項目について成果物の点検、取りまとめ及

び報告書の作成を行う。 
１式 １式  

 



 

別添 

業務の情報共有システム活用要領（案） 
 

変更なきにつき省略 


